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廃止　　    休止 　　   目的絞込み 　　   目的拡充 事業統廃合 　　   事業のやり方改善 予算削減　 　   予算増大 現状維持（従来通りで特に改革改善をしない）

【具体的な改善案】

令和3 令和4 05 18

公共施設等総合管理計画推進事業 総務部　財政課　管財係

7 「行政経営づくり」～効率・効果アップ！～ 5 健全な財政運営

3

公共施設の延床面積 万平方メート

ル

31.1

将来更新等費用 億円 1,204.3

・公共施設等の管理を総合的に推進し、効果的かつ効率的に質の高いサービスを提供する。
・平成２９年３月に真岡市公共施設等総合管理計画の策定
・平成３０年３月に実施計画となる真岡市公共施設再配置計画の策定
（H30.3策定時　延床面積29.8万平方メートル、将来更新等費用1272.5億円）
・令和８年度末の目標を延床面積28.9万平方メートル（約0.7万平方メートル縮減）、将来更新等費用約1,143.5億円（約129億円縮減）と設定した。

【実績・成果】
・公共施設等総合管理計画（再配置計画を含む）の施設カルテを更新し、計画の進捗状況の集計結果及び計画の一部改訂を行い、庁内会議へ報告した。
・新庁舎周辺開発事業などに伴い移転等が必要となる建築物系公共施設を対象に、再配置方針の見直しを含めた検証を実施した。

【課題】
・施設規模、配置場所、将来更新等費用などから各施設の統廃合を総合的かつ横断的に具体化した再配置方針の検討が必要である。3

■

・公共施設等総合管理計画（再配置計画を含む）の施設カルテを更新し、計画の進捗状況の集計及び進捗状況を管理する。
・１ステージ前期（H30～R3）の中間評価を行い、第２ステージ前期（R4～R13）までの今後１０年間の数値目標を設定する。
・令和３年度に実施した再配置検証結果を踏まえ、今後長期的に使用する公共施設を選定し、事業年度を想定した各施設の再配置案の具体化に向けた検討を行う。


